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　新年あけましておめでとうございます。皆様には、新春を健やかにお迎えのことと謹んでお慶び申し上げます。

また、旧年中は「滝川ほほえみ会」の運営にご理解とご協力をいただき心より感謝と御礼を申し上げます。

　さて、「福祉」に課された使命とはなんでしょうか。人が人とのかかわりの中で、誰もが心豊かに生きていくことが

できるようにすること、しかも、それは人間としての尊厳と誇りと豊かさを支えるサービスではなくてはなりません。

障がい福祉では今、やっと「地域に暮らす」ということが本格的に目指されてきておりますが、今、言われる地域の

暮らしは、家族の頑張りで支えるのではなく、地域が包み込み、地域が支えるということです。障がいのある本人

を変えるのではなく、環境を変えるのです。障がい者が人間らしく生きていくために大きな努力を必要とする社会が

普通の社会であってはいけないのです。

　社会がバリア（障壁）をそのままにしておいて、それを乗り越えることを障がい者に求めるのは間違いであり、社会

のバリアを改善して、障がいのある本人や家族が必要以上に頑張らなくてもいい社会をつくることこそ、バリアフリー

社会だと言えます。頑張らなくてもいい社会の実現は、まさに地域環境の改善と支援体制の中から実現するものと

考えています。健やかで安心できる日々の生活を過ごすためには、個人の努力だけではなく、社会的に色々な制

度や資源が整備され、それらが気やすく利用できるような条件がなければなりません。今、家族が地域に一番期待

しているのは、「誰が支えるのか」ということかもしれません。地域資源の整備、人材の育成、関係機関ろの広域的

連携など地域社会に新しい道を開くための積極的な活動がますます望まれています。私ども「滝川ほほえみ会」は、

役職員一同こらからも責任のある立場として利用者の皆様が、この住み慣れた地域で安心して暮らしていくことの

できる体制をしっかりと整えてまいります。

　本年も変わらぬお力添えを賜りますように宜しくお願い申し上げます。

 新年明けましておめでとうございます。皆様におかれましてはご健勝にて新しい年を迎えられましたことを

お慶び申し上げます。また、日頃から当工房の運営につきまして種々ご支援、ご協力をいただき誠にありがとうござい

ます。

　2016年は、4年に一度の「うるう年」、干支は「丙・申年」です。今更と思われますが「うるう年」とは、地球が太陽を

一周するのに約365日5時間48分46秒かかり、4年間で23時間15分4秒が足りなくなるため、不足した時間を調整

するために4年に一度うるう年（年366日）があると書かれておりました。4年に一度と聞き思い浮かべるのが、夏季

の「オリンピック・パラリンピック」です。今年の開催地はブラジルのリオデジャネイロで開催され、その4年後の2020

年は東京で開催されますので、私自身が元気であれば一度は会場に行って観戦したいものと思っております。

　平成25年6月に法律が成立した「障がいを理由とする差別の解消の推進に関する法律（障がい者差別解消法)」

が本年4月から施行されます。障がいのある人への差別をなくすことで障がいのある人もない人もともに生きる社会

をつくることが法の目指すところであります。北海道のアンケート調査結果から差別と感じた事例をいくつか紹介しま

すと「近所の人から冷たい視線を感じる」「アパートを借りていたが障がいを理由に断られた」「筆談をお願いしたら嫌

な顔をされた」「バスを降りる際に「早くしろ」といわれた」などの内容で障がいのある方々が差別を感じながら

日々の生活を送られていることに改めて痛感したところです。法の施行により地域社会全体がりかいしていた

だき障がいのある方への差別が解消される時が1日も早く来ることを願うと同時に福祉に携わるものが一丸となっ

て声を発し働きかけを強めていかなければと考えます。

　最後に申年生まれの人は、周囲にいるだけでご自分も周りの人も明るく楽しくすることができるといわれ、利用

者の方の中で3名が申年生まれがおります。その方々も含め利用者全員が健康で元気よく2016年を過ごして行きたいと

思います。皆様、今年1年よろしくおねがいいたします。
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明けましておめでとうございます。今年も宜しくお願い申し上げます。

「頑張らなくてもいい社会の実現」 理事長 川原 恭二

新年を迎えました！！今年も広報委員一同たくさんの方に見て頂けるような広報誌作成が行え
るよう努力していきます。今年もほほえみ工房通信を宜しくお願いいたします。

広報担当：中橋和也、三宅辰佳、福田理恵 支援課長 新岡 一成



　9月11日（金）に工房旅行に行きました。
天気予報が心配されましたが、当日は晴天！旅行日和となりました。
バスの中ではクイズをしたり、持ってきたお菓子を食べたり楽しく過ご
していました。

　7月4日（土）に今年も工房祭を開催しました。 まずは旭川市科学館サイパルへ。その後昼食で大雪地ビール。
当日は晴天の中お祭りを開催できました！！ 最後は旭山動物園！！皆さんとても楽しまれていました。

宇宙空間での無重力状態、
宇宙船での姿勢制御の基本など
について疑似体験できる装置を体験！！
もうひとつは月面と地球の重力の違いを疑似体験！！
この2つは人気で列ができていました。

　　旅行の日はサイパルでは「恐竜の世界」という
　　夏休み特別展が開催されていました。
　　恐竜の模型がたくさん飾られており、あまりの
　　リアルさに怖がる方もいました。

　今年も優至会、農協スカパールライスオーケストラの方々にも 　　恐竜の好きな方にはとても楽しめる展示でしたよ。
ご出演頂きました。利用者の方々もお客さんもとても楽しんでいました。
　今年もご出演ありがとうございました。

　皆さんのお楽しみの1つの昼食タイム！！
お肉料理や魚料理もありボリューム満点！！
また飲み物の選択でビールもあり、利用者の
方もご家族の方も喜ばれていました（＾＾）

利用者のど自慢大会も盛り上がりましたよ！！
皆さん自慢の歌を披露してました。

　10月10日（土）砂川市の北海道こどもの国で空知
知的しょうがい福祉協会主催する「ゲンキ100倍空知の
チカラ」が開催されました。空知管内の多数の事業所の方々
が参加しとても盛り上がっていました。

　　 　滝川ほほえみ工房から出店も行い、のど自慢大会に参加
しましたは菅原美晴さんが参加。みごと審査員特別賞を
頂くことができました。前日もご家族とカラオケで練習した
とのこと（*＾＾*）歌とダンスは練習の成果がでていました。

　9月26日（土）に滝川市青年体育センターでふれあいの 12月25日（金）に工房のクリスマス会が開催されました。利用者自治会のメンバーが中心と
集いが開催されました。今年もエアロビ発表に加え、 なって会を企画しました！！今回はダーツ！！まとに当てると景品が♪
工房製品の販売、家族会の協力でカレーライスの販売 当たるとたくさんの歓声がありましたよ。皆さん景品を選ぶのも楽しそうでしたよ。
も行いました。 自治会のメンバーは司会進行、景品渡し等頑張っていましたよ。
　エアロビ発表はオープニング後の1番目の発表でした。
前日にも参加される方々で踊りの確認を行いました。
そして当日！！皆さん気合十分で発表に望みました。
とても楽しそうに踊られていました♪ サンタさんがたくさん出没！！
　またカレーライスの販売は朝早くから家族会の方々に 皆さん白いひげも似合いますね。
ご参加頂き行うことができました。前日の準備から忙しい
合間をぬて参加していただきました。本当にありがとうご
ざいました。

エアロビの発表では皆さんノリノリ♪♪

今年もお忙しい中たくさんのご来賓の方

にもお越しいただきました。

また開催にあたりましてたくさんの企業

様からもご協賛いただきました。
本当にありがとうございました。

出店にもたくさんの事業所の方々にご参加頂き、
お祭りを盛り上げていただきました。
また家族会の方々にも出店のご協力を頂きまし

た。

今年の抽選会も景
品が色々！！
抽選番号が発表さ
れるたびに喜びの
声とため息がもれて
いました。

工房旅行

旭川市科学館サイパル

大雪地ビール

旭山動物園
最後の目的地、旭山動物園！！平

日でしたがたくさんのお客さんで賑
わっていましたよ。しろくまやぺんぎ
ん、レッサーパンダ等限られた時間
でいろいろな動物を見れたようです。
お土産を買ったり、アイスを食べたり
楽しまれていました。

ゲンキ１００倍空知のチカラ

各事業者が出されて

いる美味しいものも皆

さんたくさん堪能して

いましたよ！！どれも

これもとても美味しそ

うでしたね～。

ふれあいの集い２０１５

メリークリスマス
お菓子とジュースのプレゼントが
家族会からクリスマスプレゼント
として贈られました。


